




〔目的〕 

 冠動脈瘤を持った川崎病患児の死亡の主な原因は,冠動脈瘤の血栓性閉塞によって起こ

る心筋梗塞である。この川崎病の心筋梗塞発作の治療,予防に対しては有効と思える方法が

なかった。最近,急性心筋梗塞の治療に血栓融解と血管の再開通を試みる infracoronary 

thrombolitic theraphy がおこなわれるようになり,その有効性が報告されている。このた

め私どもは,急性心筋梗塞発作をおこした 1例と,断層心エコー検査で血栓がみられた 3例

に対して血栓融解療法(infracoronary thrombolitic theraphy)をおこない,心筋梗塞発作

の治療,予防について検討した。 


